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（
1） 『真景累ケ淵』にみる円朝の怪異観（一）
　『真景累ケ淵』は、祐天上人の法力譚として有名な物語で怨霊累を成仏させたという仮名草子本『死霊解脱物語聞書』の影響を受けて創作された怪談噺である。話中で累の事績に言及し、怨霊の出現よりも憑依が中心という点で、怪異の質は類似しているものの全く別の物語である。　まず「一」では、怪談や幽霊についての考えが述べられている。　
①今日より怪談のお話を申上げまするが、怪談ばなしと申すは近來大きに廢りまして、餘り寄席で致す者もございません、と申すものは、幽靈と云ふものは無い、全く神經病だと云ふことになりましたから、怪談は開化先生方はお嫌ひなさる事でございます。
　
この時期に怪談を寄席で語る落語家はいなかったというが、円
朝が『怪談累ケ淵』を創作した時期（安政
6年）から速記した時
期（明治
21年
5月刊）までのかなり長いスパンが考えられる。
　
幕末から明治初期にかけて怪談を語った落語家は、林家正蔵系
を始め少なくはないが、円朝は怪談への逆風の社会状況・文化状況をふまえて語っていると考えられる。明治初期において怪談及び怪異 扱った戯作、歌舞伎台本、実録本等がこの時期にも刊行されているものの、話芸における怪談の速記 は円朝に始まるため少なく、円朝の語りをそのまま信ずるな ば落語における怪談軽視の状況は事実であるかもしれな 。　
しかしながら当時の社会状況から考えるならば、怪談が衰退し
たと言うより、維新政府が芸能を統制し始めたことが背景にあると考えられる。寄席で 演劇に似た行為を禁止し、 れにともない客席を暗くす ことや暗さに乗じて観客 脅したり触れたりする等が法令により禁じられるなど、近代国家をめざす めに合理主義を徹底させるべく統制が行わ た。芝居噺は禁じられ、円朝はその状況をふまえて素噺に移行し、怪異の合理的な説明を加えながら怪談噺を語るようになったと思われる。 （ 『明治文化史
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②それ故に久しく廢って居りましたが、今日になつて見ると、却つて古めかしい方が、耳新しい樣に思はれます。③これはもとより信じてお聞き游ばす事ではございませんから、或は流違ひの怪談ばなしがよからうと云ふお勸めにつきまして、名題を眞景累ケ淵と申し、下總國羽生村と申す處の、累の後日のお話でございまするが、これは幽靈が引續 て出 する、気味のわるいお話でございます。
　「却つて古めかしい方が、耳新しい」には怪談を過去のものとして葬り去りたくないという意識が見える。 「流違ひ」とあるが、円朝の師の二代目三遊亭円生は、自作と伝えられる『累草紙』を語っている。文脈から考えて、流派の違いではなく、時代の流れと異なると言う意味であろう。 「もとより信じてお聞き遊ばす事ではございませんから」は、合理主義時代の聞き手に対して予防線を張る事でかえって話に引き込むテクニックと思われ、円朝の真意が怪異を語るこ に否定的 るとは言えないように思われる。　
④なれども是はその昔、幽靈というものが有ると私共も存じてをりましたから、何か不意に怪し 物を見ると、お怖い、變な物、ありやア幽靈ぢやアないかと驚きましたが、只今では幽靈がないものと諦めましたから、頓 怖い事はございません。
　
当時の幽霊否定の風潮の中で、ニュートラルを装いたい円朝と
しては当然「存する」は「思う」の意で用い、 「幽霊がいると思っていましたから」という意味で述べているのであろう。一方、 「只今は幽霊が無いものと諦めました」というのは、幽霊が無いとの諦念に到達 たと言う意味であろう。 「諦めました」と語り、 「頓と怖い事はございません」と受け の 、以前は恐れていたものに対して感情を簡単に切り替えられるはずもなく ささか皮肉めいた語り口のように思われる。
　
⑤狐にばかされるといふ事は有る譯のものでないから、神經病、又天狗に攫は も無いからやつぱり神經病と申して 何でも怖いものは皆神經病におつつけてしまひますが、現在開けたえらい方で、幽靈は必ず無いも と定めても、鼻の先へ怪 いものが出ればアツといつて餅をつく は、やつぱり神經が些と怪しいのでございませう。
　
事象の丹念な検証なく怪異は全部〈神経病〉としてしまう訳で
あるから、これまた強烈な皮肉と揶揄である。人知で理解できないことなどなく、不思議な出来事はすべて当事者の〈心の病〉とするという新た 時代の迷信がここにある。さらにすぐ後 「現在開けたえらい方で 幽靈は必ず無いもの 定めても、鼻の先へ怪しいものが出ればアツといつて餅をつく は、やつぱり神經が些と怪しい でございませう。 」という語り よって、 〈開化主義の識者〉が突如〈幽霊の怪異〉に遭遇した場合、その識者もまた〈神経病〉であろうと述べているこの辺 語り口からますます
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皮肉や揶揄と解釈されてくる。
　
⑥ところが或る物識の方は、 「イヤ西洋にも幽靈がある、決して無いとは云はれぬ、必ず有るに違ひないと仰しやるから、私共は「へエ然うでございますか、幽靈は矢張有りますかなと云ふと、又外の物識の方は、 「ナニ決して無い、幽靈なんといふは有る譯のものではないと仰しやるから、 「ヘエ左樣でございますか、無い 言ふ方が本當でげせう、と何方へも寄らず障らず、只 なり次第に、無いといへば無い 有るといへば有る、と云つて居れば濟みます が、極大昔に断見の論 ふのが有つて 是は今申す哲學 いふ様なも で、此派 師の論には、眼に見え無い物は無いに違ひ 何んな物でも眼の前に 物でなければ有る は云 せぬ 假令何 理論が有つても、眼に見えぬ物は無いに違ひないといふ事を說きました。
　「西洋にも幽靈がある、決して無いとは云はれぬ、必ず有るに違ひない」という言説と「決して無い、幽靈なんといふは有る譯のものではない」という言説とが対置されている。有識者の中にも、幽霊 〈肯定派〉 〈否定派〉 いて、 〈肯定派〉は近代合理主義の本家本元であるはずの西洋にも幽霊が存在するということが肯定する理由であり、一方、否定派は、何があっても 霊は存在するはずはないという。西洋にも幽霊が存在すると言う見解は、明治
13年に井上勤により翻訳刊行されたリットンの小説『龍動鬼
談』の序文にも、日本人が怪異を信じていて迷信深いと嘲笑する
シーボルトを批判して、西洋でも怪談が書かれているので、怪異は否定できないということが書かれている。開化期の有識者にも合理主義の源泉であるはずの西洋にも幽霊話があることを知っている人物もいたのである。　
こうした両極に分かれた有識者の見解を意識して、語り手は、
人や場面に わせて、存在する かしないとか言っ ればよいという場当り的な処世術を語って が、その後、語りは古代インド思想へと飛躍する。　
初めに「断見」の説明がなされる。 「見」とは、見解・意見・
見方のことである。 「断見」は、 在世中に釈迦 批判した「六十二見」の一つであり、大きく分け と「五見」の一つ「辺執見」に属する見解である。当時のインドでは、バラモン教ヴェーダ学派を否定 自由な思想家が多数輩出し、ヴェーダ 権威を否定する諸学説を提唱して盛んに議論していた。 「六十二 の主要なものを 「六師外道」 と呼び仏教経典では批判しているが、 「断見」も「六師外道」に入っている。断見 は、 生は現世限り もあるとし、 因果の理法や善悪の業果を無視する誤った見解。 」 （ 『大辞泉』 ） 「我は死後断絶して まうと執する悪見。 」 （ 『日本国語大辞典』 ）である。要するに、人生はこ 世一回限りであるとして死後の世界や前世から来る運命を否定し、こ 世におけ 善悪の行為やそ 果報を無視 否定 。肉体の死による生や我の断絶を説く考えであるから、当然霊魂や幽霊は存在 ない いうこととなる。　
通常「断見」について論じられるときには対極に「常見」が置
かれるが、これも「六十二見」の一つである。常見とは、 「世界や
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すべての存在を永久不変として、人の死後も我は消滅しないとする見方。物事に執着する、 誤った考えとされた。 」 （ 『大辞泉』 ） 「我は死後も常住不変であるとする妄見。仏教で説く悪見の一つ。 」（ 『日本国語大辞典』 ）である。　
どちらも釈迦によって否定された霊魂観であり、釈迦はこの両
者に対して「中道」という立場を取ったとされる。つまり不変の物質的な実在としての霊魂は無いが、霊魂は存在す という意味である。　
この後の部分では、円朝は、釈迦が「断見」について「お前の
云ふのは間違ってゐる、それに一體無 と ふ方が迷つてゐるのだ」と言ったと語 い 。円朝は「断見」の説明として、 「何んな物でも眼の前に有 物で ければ有るとは云 せぬ、假令何んな理論が有つても、眼に見えぬ物は無い 違ひない」と語っているが、ここで言う「眼に見えぬ 」と 言うまでも く〈幽霊〉であ 。
　
⑦すると其處へ釋迦が出て、お前の云ふのは間違つて
ゐ
る、
それに一體無いといふ方が迷つてゐるのだ、と云ひ出したから分らなくなりまして、 「ヘエ、それでは有るのが無いので、無いのが有 のですか、と云ふと 「イヤ、然うでも無い。と云ふので、詰り何方か慥かに分りません。
　
インド哲学とそこから発生した仏教思想においては、人間は輪
廻転生するのであるから、死して肉体として存在しなくなっても別の形で存続してゆくのであって、死後の存在である幽霊が無い
と言ってしまうのは誤りである。人間は死後には物質的に実在していないが、霊魂として存在しているのであり、円朝の語る釈迦の言説はその辺の機微を言っているのであろう。　
そして、この後に、仏教思想と〈怪談神経病説〉の折り合いを
つけようとする。
　
⑧釋迦と云ふいたづら者が世に出て多くの人を迷はする哉、と申す狂歌も有りまする事で、私共は何方へでも智慧のある方が仰しやる方へ附 て參りまするが、詰り惡い事 せぬ方には幽靈と云ふ物は決してござい せん 人を殺して物を取るといふやうな惡事をする者には必ず幽靈が有りまする。⑨是が卽ち神経病と云つて、自分の幽靈を背負つて居るやうな事を致します。
　
ここで狂歌とされているのは、一休の道歌である（ 『水鏡』 『一
休諸国物語』所収） 。この歌は、釈迦や仏教を皮肉ったものと俗には解釈されがちだが、そうではなく仏法は分別知や理知ではないという が妥当であろう　
ここには、幽霊や怪異を愛し語りた 円朝の考えと当時の社会
の流行の合理主義思想との折衷によって生み出された円朝の怪異観を代弁するような考え 見られる。すなわち幽霊が見える原因は人の心中の罪悪感 よるというもので、悪い事をしたから罪悪感から幽霊が見える故に悪人には幽霊は存在する、悪い事をしていない 罪悪感が無く幽霊を見ない故に善人 は幽霊は存在していないということを語っていて、一見、 〈怪談神経病説〉に肩入
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れをしているように見える。
　
⑩例へば彼奴を殺した時に斯ういふ顔付をして睨んだが、若しや己を怨んで居やア ないか、と云 事が一つ胸に有つて胸に幽靈をこしらへたら、何を見ても絶えず怪しい姿に見えます。
　
この部分も同様で、幽霊は心の中にのみ存在している。本人の
心の中に罪悪感があり幽霊の像があるため、何を見ても幽霊がいるように見えてしまうというのである。
　
⑪
その執念の深い人は、生きて居ながら幽靈になる事がご
ざいます。⑫勿論死んでから出ると定まつてゐるが、私は見た事もございませんが、隨分生きながら出る幽靈がございます。⑬彼の執念深いと申すは恐しいもので、その婦人 、嫉妬のために、散し髪で仲人の處へ駆けて行く途中で、巡査に出會しても、少しも巡査が目に入りませんから、突當 はずみに、巡査の顔にかぶり付くやうな事もござ ⑭
金
を溜めて大事に ると念が殘ると言ふ事もあり、金を取る者へ念が取付いたなんといふ事 、よくある話でございます。
　
⑬は、嫉妬に狂って幽霊のようになった生きた女性であり、霊
のことではない。幽霊的なるもののの現実的な解釈の典型と言る。一方、⑭の例は幽霊は出てこないも の、金に執着すると金に「念が殘る」という事を語っており、目に見えない「念」と言
う存在を肯定した見解となっている。　「一」の幽霊談義はここで終わり、以後「十一」まで本筋から逸脱する事はない。しかし、 〈怪談神経病説〉をめぐる語りは随所に散見する。　「六」は、深見新左衛門が針医の皆川宗悦に借金の返済を迫られて、激情に駆られて宗悦 殺害 ことにより、奥方が精神的におかしくなったくだりである。 「深見新左衛門の奥方は、あ

宗悅は憫然な事をした、何うも實に情ない、お殿様がお手打に遊ばさないでも宜いものを、別に怨がある譯でもないに、御酒の上とは云ひ がら氣の毒 事 したと絶えず奥方が思ひます處から所謂只今申す神經病で、何となく塞いで少しも氣が機みません事でございます。翌年 なりまして安永三年二月 たりから奥方がぶら鹽梅が悪く り」の「ぶらぶら」とは〈ぶらぶら病〉のことであろう。
〈ぶらぶら病〉
とは、しばしば〈神経病〉と同義
で使われる言葉である。 「特にどこが悪い いうわけ はないが、何となく調子の悪い状態 長びく病気。 」 （ 『大辞林』 ）が元の意味である。 奥方には宗悦に対する罪悪感 あるため、 〈怪談神経病説〉による解釈は可能であろう。　
一方、 「七」では、病の床についた奥方の治療のために新左衛門
が勘蔵に按摩を呼び入れさせ が、初心で不慣れなため奥方ではなく新左衛門自身 もませているうちに、自らが殺害し 宗悦に見えてしまう。驚いて斬りつける 、呼び入れた按摩は影も形なく、奥方を斬りつけていた。この場合 按摩は宗悦の霊の化身ということになる。勘蔵、新左衛門、 もに按摩を見ているが、特に勘蔵は宗悦の死を知らないわけ あるか 、 〈怪談神経病
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説〉にはあてはまらない。　
その後、座光寺源三郎の不始末の際に宅番を預かっていた時期
に、非番の日に新左衛門が在宅していると、庭の植え込みに「頬骨の尖つた小鼻の落ちました、眼の所がポコンと凹んだ頬から頤へ胡麻鹽交りの髯が生えて だらに禿げてゐる痩せかれた坊主が」現れ、 「殿様。 」と言った。新左衛門が「狸の所爲か」と言いながら、刀で斬りつけると、 「パツと立ちます一團の陰火が、髣髴として生垣を越えて」 、隣人でやはり宅番をしていた諏訪部三十郎の屋敷へ落ちた。新左衛門は、なおも「狐狸の所爲か」と思った。そ 翌日か 諏訪部が病気となりお勤めができ ため、新左衛門一人が座光寺家の宅番となってしまい 座光寺源三郎の仲間である梶井主膳が源三郎 連れ去ろうと大勢での こんできた時に新左衛門も殺害され しまう　
この場面も宗悦らしき坊主や陰火を目撃したのは新左衛門であ
るが、実際にその後に隣家の諏訪部 病気になるため、霊的な現象が証明され 形となっている。さらには、新左衛門のセリフ中に「狸の所爲」とあり、動物の怪異につ は否定的ではない。開化期の〈怪談神経病説〉が流行し 時期 おいても、動物の怪異は新聞等でもしばしば報道されており、世間一般に信じられていたようである。　
新左衛門が殺害された事により深見家も改易となる。宗悦の霊
が存在し、深見 左衛門を怨んでいるなら、その怨念は復讐を遂げたことになる。　「八」では新左衛門の長男の新五郎が、両親が非業の死を遂げ家が改易になったことを知り、 「何た 因果因緣か」と言いながら
自決しようとする。しかし、それを下総屋総兵衛がとどめ自家の使用人とする。新五郎は、下総屋の女中お園に好意を寄せるが、お園は実は宗悦の次女であり、今度は語り手の言葉として「何ういふ因果因緣か」と言う言葉が語られる。新五郎はお園に献身的に尽くすが、 お園の方は「側へ來られると身毛立つほど厭 思ふ」「親切にしてくれるが、どういふ譯かぞつとするほど厭だ」と感じている。お園が、父親の仇の子息を嫌悪する感情 原因を「蟲が知らせるか」と語り 第六感 存在を匂わせるようなニュアンスで語られる。（２） 『真景累ケ淵』 みる円朝の怪異観（二）　「十一」に至って再度の幽霊談義が因縁論を伴って登場する。　
①深見新五郎がお園に惚れまするは物の因果で、敵同士の因緣といふ事は佛教の方では御出家樣が御說敎をなさるが、どういふ譯か因緣と云ふと大概の事は諦め つきます。
　
仏教の因縁論は近代化以後も社会的な影響力があったであろう
し、禅門をくぐった円朝にとっては真理に思えたことであろう。かたきを討つために、あるいは死者の行為を反復するために見えない磁力が働き、かたき同士なのにひきつけあってしまう。新五郎がお園に惚れるのは、お互いにかたき同士であるため、かえってそれぞれに関わる霊と因縁が引き合ってしまう、いわゆる〈悪縁〉であろう。　
そしてそれを「因緣」と考えて「諦め」る、つまり「悟って超
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然とする」例が次に登場し、因縁と幽霊との関係性が説かれる。
　
②
甲
「どうしてあの人はあんな死樣をしただらうか、
乙
「因
緣でげすね、
甲
「あの人はどうしてあア夫婦仲がいか知ら
ん、あの不器量だが、
乙
「あれはナニ因緣だね、
甲
「なぜか
あの人は アいふ酷い事をしても仕出したねえ。
乙
「因緣が
善いのだ。と大概は皆因緣に押附けて、善いも惡いも因緣として諦めをつけますが、其 が有るので幽靈といふものが出て來ます。
　
死によう・夫婦仲・蓄財──様々な事象について、因縁によっ
て説明されて納得する例が語られる。前世における徳の貯金があれば、現世での行いが良くなくても良い人生を歩む場合もあることを述べ また、因縁が有るから幽霊が出るのだと、幽霊の存在を首肯する論理をも語っている。因縁と幽霊の関係について述べているが、 この背景にあるのは仏教である。 こ 後の部分には、 「その眼に見えない處を佛敎では説盡してございまするさうで」 あり、仏教的な見方に一見距離を置いた語り口 りな ら、因縁と幽霊の関係性 語る思想が仏教 り、その思想から は存在すると説いている。　
ちなみに円朝が師とした山岡鉄舟は文明開化の仏教批判の風潮
──「世の妄想家或は曰く、仏法は文明政治 裨補する 力無く、畢竟幽明界に割據するに過ず」という状況に反駁して、 「三世に貫ける活眼を開かず、 長安に透れる 大道 まざる罪報なるのみ」と述べ、 「須らく三千貫通の活 を劈開して、獨脫無依の主人公を
活捉せよ。此の主人公こそ、前に謂ふところの天眞佛にして、獨此の一地球のみならず、三千大千世界の森羅萬象、有情非情を引き麭みて遺さる靈物なれば、汝が此上なく思へる理世界、智世界は、大海の一滴、九牛 一毛にだも當らず、誠に笑止 至りなり」 （ 「仏教の要旨」…『鉄舟随筆』安倍正人編
　
光融館
　
1903 年）
とあらゆる事象を見抜く霊眼を開くことこそ重要であると説いている。
　
③その眼に見えない處を佛敎では說盡してございまするさうで、外國には幽靈は無 かと存じて居りま た處が、先逹て私の宅へさる外國人が婦人と通辯が附いて三人でお出になりまして、それは粹な外國人で、靴 穿いて來ましたが、其靴をぬいで隱から紗を取出しました ら何の風呂敷麭かと思ひますと、其中 上靴 出して きまして、疊の上へ其上靴で坐布團の上へ横ツ倒しに坐りま て、
外
「お前の家に百
幅幽靈の掛物があるといふ事で疾より見たいと思つて居たが、何卒見せて下さい ふ事。
　
仏教では幽霊がどうして見えないか説き尽しているそうだと、
仏教を自らの拠り所としている円朝がよく知らない事であるかのように語るのは、中立的立場を装いながらさりげなく幽霊肯定論を説こ とす 戦略であろう。　
ここで、話題は転じて外国人 訪ねてきた折の話となる。円朝
は幽霊画の収集家としても有名だが、これは明治８年に柳橋で怪談会を催したときに始ま 。そ 噂を聞いて興味をもった外国人
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の率直で忌憚のない様子が見て取れる。
　
④是は私がふと怪談會と云ふ事を致した時に、諸先生方が晝いて下すつた百幅の幽靈の軸がございますから、是を御覽に入れますと、外國人の事でございますから、一々是は何といふ人が晝いたのかと云 事を、通辯に聞いて手帖に寫し 是れは巧い、彼れは拙い 評します所を見ると、中々眼の利いたもので、丁度其中で眼に着きましたのは菊池容齋先生と柴田是真先生の晝いたので、是は別して賞められました。
　
外国人の興味は、円朝の収集した幽霊画から幽霊の存否へと進
展する。延広眞治は、 「幽霊画蒐集家としての円朝宅を訪れた、粋な外国人（実はフェノロサ）との、幽霊の有無についての問答を紹介するが、合理的思考に対する、しなやかに抵抗ぶりが見事である。 」 （ 「カワウソと『円朝全集』と」…『図書』第七七〇号
　
岩波書店
　
平成
25年４月）と記しており、この外国人をフェノロ
サと推定している。この根拠 、井上 了『円了随筆』 （哲学館、明治
34年）の「 （一〇二）幽霊の有無」によるものと思われる。
　
フェノロサ（
1853 ─
1908 年）はアメリカ人の哲学者で、明治
11
（
1878 ）年に東京大学に招かれて来日し政治学や経済学や哲学の
講義を担当し、岡倉天心、坪内逍遥らを教えた。以後、日本美術の復興のために天心や狩野芳崖らとともに尽力する 帰国後もアメリカで東洋美術の紹介に努めた。フェノロサが幽霊や怪談、妖怪などについて書いた文献は未見で が、日本画においては狩野派に心酔して た。江戸中期の妖怪画で名高い画家鳥山石燕は
狩野派の門人であり、また、幕末から開化期に幽霊画を描いた菊池容齋（天明８・
1788 ─明治
11・
1878 年）も「狩野派（かのうは）
の系統をひき、歴史画を得意とした」 『新世紀ビジュアル大辞典』画家である。フェノロサはまた 貴族・支配階級の絵画である狩野派 ・ 琳派に対して 幽霊 で有名な円山応挙を祖とする円山派 ・四条派を平民芸術と いる。同時期にやはり幽霊画を描いた柴田是真（文化４・
1807 ─明治
24・
1891 年）も四条派の絵画を学ん
だ画家であり、円朝 代表作『塩原多助一代記』は是真の語った塩原家の怪談に端 発する。
　
⑤そのあとで茶をれて四方八方の話から、幽靈の有無の話をしましたが、
外
「私は日本の語にうといから通辯から聞い
て呉れと云ふ。⑥私も洋語は知りませんから通辯さんに聞くと、通辯さんの云ふのに、
通
「お前の宅にこれだけの幽靈の
掛物を聚めるには、幽靈 いふものが有るか無いかを確と知つての上でかやう 聚め のでございませう、と云ふ問でございました。
　
外国人は、幽霊画を収集するということは幽霊の存否をわかっ
たうえで収集しているのだろうと思ったという。幽霊が存在するという前提 たとも考えられるし、また存在しないものを空想の産物として楽しむ為に集めるということもあろう。そういう意味で存否をわかったうえで集めている 述べたのではないか、 考えられる。
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⑦所が有るか無いかと外國人に尋ねられて、私も當惑して、早速に答も出來ませんから、
圓
「日本の國には昔から有ると
のみ存じてゐますから日本人には有るやうで、貴方のお國には無いと云ふことが學問上決して居るさうですから無い で、詰り無い人には無い有る人には有るのでございませうと、仕方なしに答へましたが、此答は固よりよろしくな 樣 ございますが、何分無いとも有るとも定めはつきません。
　
⑦は、 「一」で語られた、悪人には幽霊は存在して善人には幽霊
は存在しない─その人の心根や生き方によって幽霊は存在したりしなかったりすると言う〈怪談神経病説〉とは異なっている。日本には幽霊は存在して外国には幽霊が存在しないという国や文化によって幽霊の存否が異なるという説である。日本ではまだ幽霊という存在がいるという見方が生きていて幽霊は存在し、外国では学問上そういう見方 否定されているから存在しないと うものである。 「一」 出てきた外国にも幽霊はいると言う言 は食い違っており、ここで 外国では合理主義の考え方が極まっており幽霊はいないとい の あ 。　
しかしながら、その後で「仕方なしに答へましたが」 「何分無
いとも有るとも定め つきません。 」と語 ており、 の存否につ てはわからないから仕方なく のように答えた、と述べている。時代の風潮として 幽霊を否定する方向であったことを考えるならば、幽霊の存在にこだわ がゆえに逡巡し いるのではないだろうか。
　
⑧先逹ある博識先生に聞きますと「幽靈は有るに違ひ無い、現在僕は蛇の幽靈を見たよ、と仰しやるから、
圓
「どういふ
譯かと聞くと、蛇を壜の中へ入れてアルコールをつぎ込むと、蛇は苦しがつて、出やうと思つて口の所へ頭を上げて來るところを、グツとコロツプ 詰めると、出やうと云ふ念をぴつたりおさへてしまふ。アルコール漬だから形は殘つて居ても息は絶えて死んで居るのだが、それを二年許り經つて壜の口をポンと拔いたら 中から蛇がず ツと飛出し 、栓を拔いた方の手頸へ喰付いたから、ハツと思ふと蛇の形は水になつて、ダラと落て消え が、是 云ふものぢや。と仰しやりました。
　「一」でもしばしば円朝が有識者に幽霊の存否を尋ねた際の回答が語られていたが、ここにもまた、そうした経緯がエピソードとして詳細に語られている。ビンに入れられアルコール漬けにされた蛇が苦しくて出たいと う思いが残って実体ではない蛇の姿が見え というもので、この出たいと う念（強い思い）を幽霊と言っている。　
⑨出やうと云ふ氣を止めて置きますと、其氣といふものが早晩屹度出るといふお話、お寺樣で聞いて見ますると氣息が絶えて後形は無いが、靈魂と云ふものは何處へ行くか分らぬと申すこと、天國へ行くとか地獄極樂とか云ふ說はあつても、まだ地獄から郵便の屆 た試しもなし、又極楽の寫真を見たこともございませんから當にはなりませんが、併し惡
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い事をすると怨念が取付くから悪事はするな、死んで地獄へ行くと畫の如く牛頭馬頭の鬼に責められて實にどうも苦みをする、此有樣は 何ぢや、何と怖い事ぢやアないか、と云ふので、盆の十六日 お閻魔樣へ参詣致しますると、地獄の畫が掛けてあるから、此晝を見て子供はお怖い、惡い事はしまいと思ふ。
　
⑧では「念」 、⑨では「気」である。 「念」と「気」は、本来、
意味に差異があるがここでは同じ意味で使われ、こうした見えない存在があると述べている。ここで興味深いのは、幽霊を「念」や「気」という言葉で置き換えて表現していることである。　
そこからまた話が転じ、お寺では霊魂は死後どこへ行くかわか
らないと言 、死後の世界 存在す 証拠もないと、否定的な言辞が続く。しかしながら、悪い事をすると「怨念」に取りつかれるとか、地獄へ行くと苦しく恐ろしいという考えには、人が悪い事をするのを抑止する働きがあるという。　
実用性を求める時代風潮に合わせて、当時の怪談の多くがこの
ように効用を説いている 怪談の効用は〈勧善懲悪〉であり、良いことを進んで行うように、悪い事は絶対にしな ように、民衆を教化するというものである。福沢諭吉も、 もすれば楽な方へ流れがちな人情を念頭に民衆に善を勧め悪を遠ざけ ために神秘の効用を説いてい （ 『福翁百話』
　
時事新報社
　
明治
30年） 。円
朝の怪談噺や人情噺に限らず、講談、戯作 歌舞伎等の怪談 も〈勧善懲悪〉はしばしば登場するが、これは合理主義の時代に怪談という不合理な現象の物語の必要性 説くために必要であった
に違いない。　
明治
5年
4月に教部省が発令した「三条ノ教憲」は外国人が観
劇に来るということも発令の理由の一つであったが、これにより歌舞伎界が〈勧善懲悪〉の路線をとったため、寄席も演劇との関連から同路線を取ったと考えられる。怪談も、人を殺害する悪事をすることで怪談が起き、悪事は本人に返ってくるという因果応報を根拠とした勧善懲悪が強調されている。また、明治
10年には
「寄席取締規則」が制定され異形の見世物を禁止する規則も出されている。　
ちなみに「牛頭馬頭」とは、 「地獄にいる牛頭人身、馬頭人身の
獄卒をいう。牛頭馬面ということも多い。手に鉄を持って罪人を突いたり焼いたりする最下級の冥卒であ 」 （ 『世界大百科事典』 ） 。また、 「地獄絵」とは、 「地獄変」 「地獄変相」とも言われ、 「地獄の様子 描 絵画。主に浄土教の布教のために作られ 。 」ものである。
　
⑩昔は私共も彼の畫を見ると、もう決して惡い事はしまいと思ひまして、女は子が出來ない 血の池地獄へ落ちて燈心で竹の根を掘らせられ、男は子が出來ないと提灯で餅を搗かせられると云ふ、皆恐ろしい話で、實に惡い事は出來ませんものでございます。
　
子ができないことが悪事をなすことであるとは、現代の常識か
らは理解しがたいが、地獄絵を見て地獄の恐ろしさを知 、悪をなさぬようにすると う教化の心情は理解できよう
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　「血の池地獄」は、 「血盆経」に登場する。 「大日本続蔵経に《仏説大蔵正経血盆経》と題して収められている全
420余字からなる小
経で、血の穢れゆえに地獄へ堕ちた女人を救済せんがための経典である。中国では明
･清の時代にかなり広く流布していたもので、
仏教、道教、ある特定結社のものなどが存在しており、内容も多少異なっているが、いず も血 かかわる罪を犯 た者は血の池地獄に堕ちると説かれて るのに対し、日本の《血盆経》には、産や月水の血で地神、水神等を した女性 みが、この地獄 堕ちるとされている。古来 日本には血を忌む思想が存在し、これに仏教の女性不浄観が習合して 女は血を流す存在であ ゆえに不浄だと説かれることになった。 」 （ 『世界大百科事典』 「血の池地獄」 ）また、 「燈心で竹の根を掘る と 、 「 （俗に、産まず は死んでから地獄に落ち、灯心で竹の根を掘らされ と言い伝 られたところ ） やってもできない、 苦労 も効果のな たとえ。 」（ 『日本国語大辞典』 ）のように地獄の刑罰として言い伝えられているようである。また、 「提灯 餅をつく」の方は、 「自分の思うようにならないことのたとえ。 」 （ 『大辞泉』 ）と
　
⑪因緣で性を引きますといふは佛説でございますが、深見新左衛門が斬殺した宗悅の娘お園に、新左衛門の忰新五郎が惚れると云ふはどういう譯でございませうか、寢ても覺めても夢にも現にも忘れる事が出來 せんで、其時は諦めますと云つて出 かつた 、お園 何とも云はぬから仕方がない、杉戸を閉 店へ往 て寢てしまひましたが翌日 なつて見ると、まさか死ぬにも死なれず、矢張顔を見合せて居ります。
　
仏教の因縁論から男女の縁に見る業の恐ろしさを語り、ようや
く本筋へと戻っている。関わりを持たなければ怪談に至る事件は起こりえないのに、加害者の子が被害者の子に惚れて縁ができることで、怨霊の復讐、あるいは因縁の反復が可能となるわけであるから、因縁とは恐ろしいと うことであろう。　
このように円朝の語りは、霊を見る事を病理とみる見解と因縁
というもの 霊を肯定する見解とを行ったり来た しながら、地獄絵を見たり地獄の話を聞いたりした経験を例として挙げ、やはり悪い事はできない いう結論に達 てい 。幽霊否定論と肯定論の間を行ったり たりして様々な見解を挙げて、それな に検証し公平性 示して説得力を増そうとしながら そろり ろりと肯定論へ肩入れした結論をさりげなく述べてゆく。相対化 経た肯定ということで聞き手 納得しやす 。　
円朝は、幽霊は存在して当然であるという絶対的な幽霊観を一
度相対化している。その点では文明開化期を生きた時代の寵児であることに間違いな 江戸期の人々にも冷めた目 怪談を楽しむという風潮はあったが、大勢 しては怪異はあるかもしれないし無いかもしれないと言う ころに楽 みがあり、全否定 いたわけではない。しかし、開化期の社会においては怪異 目撃は目撃者の病理によ ものという位置づけをされたわけであるから、幽霊や怪異は明確 否定されて る。その中で、肯定論 否定論をつきあわせながら、徐々に肯定論の方に傾斜してゆく語り 見事である。
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（３） 『真景累ケ淵』にみる円朝の怪異観（三）　「二十一」には短い怪談観が語られ、再び「神經病」という言葉も登場する。この前の場面では、新左衛門の次男の新吉が夫婦のように暮らしていた富本 師匠の豊志賀（実は宗悦の長女）の嫉妬が恐ろしく、同門で恋情を抱いていたお久に相談した事から駆け落ちする話へと進展した。ところが、お久が突然豊志賀に見えてきて、 恐ろしさのあまり新吉は逃げて叔父（実は実家の門番）勘蔵の所に行った。すると 重い病で臥せっ いる ずの豊志賀が駕籠に乗ってや てきた。叔父と
3人での会話の後、豊志賀は
帰ろうとする。そこへ、豊志賀の死が報じられ、帰るために駕籠に乗ったはずの豊志賀の姿は忽然と消え失せていた。そして 次の語りが登場し、そ 後、豊志賀の怨念によっ 新吉 恋人や妻子が次々に非業の死を遂げるという展開になってゆく
　
①ちと模樣違ひの怪談話を筆記致しまする事になりまして、怪談話には取わけ小相さんがよからうと云ふのでございますが、傍聽筆記でも、怪談のお は早く と大きに不都合でもあり、
怪談はネンバリと、靜かにお話をすると、
却つて怖いものでございますが、話を早く致しますと、怖みを消すと云ふ事を仰しやる方がございます。②處が私は至つて不辯で、ネト話を致す所から、怪談話がよからうと云ふ社中のお思い付 ございます。③只今では大抵の事は神經病と云つてしまつて少し 怪しい事はござりません。④明かな世の中でござい が、昔は幽靈が出 のは祟りがあるか
らだ怨の一念三世に傳はると申す因緣話を度々承はりました事がございます。
　
当時は怪談は見た者の「神經病」によると解されるが、昔は祟
りや恨みによって幽霊が出るという因縁話が語られる事が良くあったと言う。 「怨の一念三世に傳はる」の三世とは、仏教では輪廻転生を前提とし、前世、現世、来世があるが、その三世である。また、 人間の苦 みである「四苦八苦」の一つに「怨憎会苦」があり、憎みあう相手と出会う苦しみをさす。輪廻転生を前提に考えるならば、前世での相克が継続されてそのようにな と考えられる。　
ここでの怨みとは、新吉と夫婦然と暮らしてい 豊志賀が、新
吉と弟子のお久の間柄を疑い怨んで死んだというものであ 豊志賀が宗悦の長女であることを、新吉はこの時点 は知らなかった。 「假令此儘死ねばとて、この怨は新吉 身體に纏つて 此後女房を持てば七人まではきつと取殺すから然う思へ」 言 書置を残して豊 は死ぬ。　
以後、 『真景累ケ淵』前半は、豊志賀の怨念により新吉の恋人や
妻子が次々に非業の死を遂げてゆく様を語っている。 一緒に駆け落ちしたお久 誤って殺し、その従妹お累と恋仲になるが、お累は事故によりひどいやけどを負い容貌が一変してし う。お園を殺して獄門 なった兄新五郎の首級に導かれ、兄の霊夢 見て自らの家系の因縁を知 （三十六） 、新吉は自らの因縁を諦観し改心して、殊勝にも醜くなったお累と結婚し真面目に生きようとする。このくだりで、兄新五郎はお累の兄三蔵 恨んでおり
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新吉とお累の間に生まれた子が、霊夢の兄に生き写しであり、自らの因縁を知ってくよくよする新吉をここでも「神經病」と語っている。 （ 「其顔を新吉が熟々見ると夢に見ました兄新五郎の顔に生寫しで、新吉はぞつとする程身の毛立つて、
新
『然うなれば此
の家は敵同士と、夢にも兄貴が怨みたら云つたが、 貴がお仕置に成りなが も 三藏に怨みを懸け と え その仇の家へ私が養子に來たと夢で其事 らせ、早 緣を切らなければ三藏の家へ祟ると云つ が 扨は兄貴が生れ變わつて來たのか 但しは又祟りで斯う云ふ小児 生れた か、何うも不思議な事だ。と其頃 怨み祟りと云ふ事がある 或は生れ變ると云ふ事もあるなど 、人が迷ひを生じまして色々に心配を致したり 除を致やう 事が有りました時分の事で、所謂只今申す神經病でございますから」 ） （三十七）　
お久は累の葬られた法蔵寺に葬られることになり、お累と累の
名前の一致とともに、ここでようやく『真景累ケ淵』は『死霊解脱物語聞書』とつながってくる。　
一方、お累には、蛇がつきまとう。新吉がお久の墓参りに訪れ
ると、そこにお累が参っており お久の墓から蛇が出てお累 新吉にすがりついたのが、新吉 累の出会いで、新吉 お累との悪縁が示されている。 （ 「三尺ばかりもあ くちなは」 ）　
次に、お累が囲炉裏の薬缶をひっくり返して熱湯を浴びた場面
でも、二度も出たので神経病により蛇に見える いう語りを伴いながら、蛇の登場が語られる。 （ 「二尺餘り ある蛇」 ）　
そして新吉が「累ヶ淵で殺したお久の爲には、伯母に當るお累
の處へ私が、養子に來る事になり、此間まで美しい娘が、急に私
と緣組をする時になり、此樣な顔形になると云ふのも、やつぱり豐志賀が祟り性を引いて、飽くまで己を怨む事か、アヽ飛んだ處へ緣付いて來た」 （三十二）と考えているところへお久殺しをイメージさせる草刈り鎌に蛇がまといつい 二つ 切れ、頭の部分が切れても床に入ってきたため、お累がすがりつき新枕となった、と三度目の蛇の登場がある。 「十一」で円朝が霊の存在を語った部分でも、蛇 苦しみの念 残ったものを例としており、この怪談では蛇は特異の位置を占め いる。　
新吉は、お久の墓参りをするうちに法蔵寺の住職からアドバイ
スを受ける。　
和尙
「お前は死靈の祟りのある人で、病氣は癒らぬ。
　
新
「ヘ
エ何うしたら癒りませう。
　
和尙
「無緣墓の掃除をして香花を手
向けるのは大功徳なもので、これを行つたら宜からう。
　
新
「癒
りますれば 様な事でも致しますが、無緣の墓が有りませうか。
　
和尙
「無緣の墓は幾らも有るから、能く掃除をして水を上げ、香
花を手向けるのはよい功德に ると佛の教へに ある、昔譬へにも、千本の石塔を磨くと忍術が行へるとも云ふから 其樣な事も有るまいが功徳になるから參詣 さい。
　
と和尙さんが有
難く說きつけ から、新吉 是から願 掛けて、法藏寺へ行つては無緣の墓を掃除して水を上げ香花を手向けまする。と其處が氣の故か、神經病だから段々數 掃除す に従つて氣分も快くなつて參ります。 （三十七）　
新吉は兄の霊夢を見て、仇の家に養子に入るならその家に祟る
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と言われてくよくよと心にかかり、食も進まなくなっていた。その事について、僧侶は病気は死霊の祟りによるものであり、無縁墓供養の大功徳によって良くなるとアドバイスした。一方、語り手は、新吉 病気の回復を「氣の故か、神經病だから段々數を掃除するに従つて氣分も快くなつ 参ります。 」という うに怪異は神経病によるも であるという新時代の解釈にあわせて語っている。しかし、気持ち 持ちようだけで どうにもならない方向へと物語は進んでゆく。　
自らの悪因縁を自覚して立ち直ろうとした新吉であるが、江戸
にいた時の知人の悪女お賤との出会いに っ その決意は覆されてゆく。妻子をかえりみることなどまったくなくなり、お累 病気になり食べ物も薬も与えられないため衰弱し、弱った身体に暴力をふるわれ、子ど もまた新吉に熱湯を浴びせられて、母子共に新吉に殺されてしまう。 （ 「四十三」 ） 。　
以後、物語は怪談から離れて、かたき討ちのテーマへと移行し
てゆく。　『真景累ケ淵』の怪異観を考察すると、そこには三遊亭円朝という開化の時代に生き、それに適合しようとしながら違和感を感じて る一人 人間の姿が浮かび上がってくる。中でも怪異観については、あくまで新時代の価値観の影響を如実に受けながら、自らの信念を曲げることなく融合させようとする姿勢が見られる。
注記…引用はすべて岩波文庫版（昭和
31年）により、引用部分の
文番号は筆者が付した。
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